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英語名称：English IV A 

 
 

【担当責任者】田中明夫・中山仁・藤平明彦アンドリュー・Peter McCann 
 

【開講年次】２年，【学期】後期【必修／選択】必修 
【授業形態】演習 

 
 

【概要】 
英語のライティング技能習得のための授業である。将来、医学論文等を英語で作成する

際に必要となる基本事項を習得し、ライティング技能を高めると同時にその学習方法を身に

つけるための授業を行う。 
４クラス編成で、各クラス３２名前後の比較的少人数で演習を中心とした授業を行う。それ

ぞれのクラスを各教員が担当し、受講生はいずれかのクラスを選択する。第１回目の授業をガ

イダンスとし、詳細はそこで説明するので必ず出席すること。 
 

【学習目標】 
１）英語のパラグラフの構成を、日本語の段落との違いに留意して理解できる。

２）英語の文章をパラグラフ単位で正確に理解できる。 
３）論理展開が明快で、適切な英語表現を用いたパラグラフを書くことができる。

４）データを適切な英語で説明することができる。 
５）自分が書いたパラグラフを正確な発音で読み、聞き手に理解してもらえる。 
６）辞典、コンピュータ、インターネット等を用いて、必要な英語表現を適切な手段で調べた

り、検索したりすることができる。 
７）英語の句読法を正しく使うことができる。 

 
 

【教科書】 

中山担当クラス 

ガイダンスで指示をします。 
 

藤平担当クラス 

Active Skills for Reading 1, Neil J Anderson, Heinle Cengage Learning 

ISBN: 978-1-133-30799-0 
 
田中担当クラス 

印刷物を随時配布します。 

 

McCann担当クラス 

Materials as prepared by the teacher 
 
 
【参考書】 

中山担当クラス 
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『ウィズダム英和辞典』（三省堂書店） 

『ジーニアス英和辞典』（大修館書店） 

Longman Dictionary of Contemporary English (Pearson Education)  

Oxford Advanced Learner’s Dictionary (Oxford University Press)  

英辞郎 on the Web （アルク社Website） 

 

藤平担当クラス 

N/A 
 

田中担当クラス 

『ウィズダム英和辞典』（三省堂書店） 

『ジーニアス英和辞典』（大修館書店） 

Longman Dictionary of Contemporary English (Pearson Education)  

Oxford Advanced Learner’s Dictionary (Oxford University Press) 
『新編 英和活用大辞典』（研究社） 

英辞郎 on the Web  （アルク社 Website）：https://eow.alc.co.jp/ 
 

McCann担当クラス 

Abstracts and the Writing of Abstracts, by Swales and Feake. University of Michigan Press. 
 
 

【成績評価方法】

中山担当クラス 
課題等の提出物（30～40%前後）、授業への参加度・貢献度および期末試験（60～70%前

後）などに基づいて総合的に評価します。なお、出席が授業回数の３分の２に満たない場合は、

提出された課題を評価の対象外とし，期末試験の受験も認めないので注意してください。 
 

藤平担当クラス 
Midterm Review: 25% 
Final Review: 25% 
Textbook Homework: 20% 
Weekly Writing: 20% 
Attendance: 10% 
 
田中担当クラス 

課題等の提出物（50％）、及び、小テスト・授業への参加度・貢献度と期末試験（50％）を

総合して評価します。なお、出席が授業回数の３分の２に満たない場合は、提出された課題を

評価の対象外とし，期末試験の受験も認めないので注意してください。 
 
McCann担当クラス 

A written test will be given in the final lesson of the course that will account for 70% of 
each student’s total score. Attendance will account for 20% - students must attend a minimum 
of 10 of the total 15 lessons. For the final 10%, students will be assessed on their classroom 
participation throughout the course. 
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【学習上の注意事項】

中山担当クラス 
授業には必ず十分準備をして臨み、授業中の演習には積極的に取り組んでください。 課

題等の提出物は必ず期限内に提出してください。 
 

藤平担当クラス 
Students are encouraged to have an electronic or paper dictionary to assist them with 

their composition writing. 
 
田中担当クラス 

正しく簡潔な英語で論理展開が明快なパラグラフを書けるよう努力をしてください。そ

のために、授業中の演習には積極的に取り組んでください。また、課題等の提出物は必ず期限

内に提出してください。授業スケジュールに関しては、受講生の学習項目ごとの事前の知識量

と演習後の目標到達度に応じて変更することがあります。 
 
McCann担当クラス 

This class is meant to serve as a basic foundation for scientific writing in the future. The 
rules and habits learned are general rules to follow, but may differ in future depending on the 
journal or conference you are writing for. In addition, please remember that active 
participation in class is essential in order get the most out of it. If you have any questions, 
please feel free to contact me at any time. 

 
 

【垂直的統合授業の実施内容】該当なし 

【水平的統合授業の実施内容】該当なし 
【本学独自の、あるいは先端的な研究要素のある授業の実施内容】該当なし 
 
 
【授業スケジュール】 
中山担当クラス 

回

数 
年/月/日 曜日 時限 内    容 担当教員名 

1 26/9/2 水 1 （演）ガイダンス 中山 仁 

2 26/9/9 水 1 （演）イントロダクション 中山 仁 

3 26/9/16 水 1 （演）センテンスとパラグラフ／topic, 
strong or weak paragraphs, etc. 

中山 仁 

4 26/9/30 水 1 （演）トピックとトピック文(1) ／ topic, 
main idea, etc. 

中山 仁 

5 26/10/7 水 1 （演）トピックとトピック文(2) 中山 仁 

6 26/10/14 水 1 （演）サポート文 ／support, reasons, 
examples, connecting words, etc 

中山 仁 
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藤平担当クラス 

7 26/10/28 水 1 （演）結論文／conclusion, restate, 
summary, etc. 

中山 仁 

8 26/11/4 水 1 
（演）アイディアの創造からパラグラフ

完成 の 流 れ (1) ／process writing, 
brainstorming, organizing, editing, etc. 

中山 仁 

9 26/11/11 水 1 （演）アイディアの創造からパラグラフ

完成の流れ(2) 
中山 仁 

10 26/11/18 水 1 
（演）パラグラフ展開のタイプ(1) ／
adjectives, examples, peer reviewing, 
etc. 

中山 仁 

11 26/11/18 水 3 
（演）パラグラフ展開のタイプ(2)／
facts, examples, etc. 

中山 仁 

12 26/11/25 水 1 （演）パラグラフ展開のタイプ(3)／
cause and effect 

中山 仁 

13 26/12/2 水 1 （演）パラグラフ展開のタイプ(4) ／ 
contrast and comparison 

中山 仁 

14 26/12/9 水 1 （演）パラグラフ展開のタイプ(5)／data, 
figure, table, etc 

中山 仁 

15 27/1/13 水 1 （演）まとめ 中山 仁 

回

数 
年/月/日 曜日 時限 内    容 担当教員名 

1 26/9/2 水 1 Guidance 藤平明彦アンドリュー 

2 26/9/9 水 1 Unit 1: A Restaurant for 
Change 

藤平明彦アンドリュー 

3 26/9/16 水 1 Unit 2: Computer Beats 
Champs 

藤平明彦アンドリュー 

4 26/9/30 水 1 Unit 3: Want to Study Abroad? 藤平明彦アンドリュー 

5 26/10/7 水 1 Unit 4: A Student Budget 藤平明彦アンドリュー 

6 26/10/14 水 1 Unit 5: Cell Phone Etiquette 藤平明彦アンドリュー 

7 26/10/28 水 1 Unit 6: The Olympic Flame 藤平明彦アンドリュー 

8 26/11/4 水 1 Midterm Review 藤平明彦アンドリュー 

9 26/11/11 水 1 Unit 7: The World’s Oldest 
Universities 

藤平明彦アンドリュー 

10 26/11/18 水 1 Unit 8: Which English Will We 
Speak? 

藤平明彦アンドリュー 
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田中担当クラス 

回 
数 

年/月/日 曜日 時限 内 容 担当教員名 

1 26/9/2 水 1 （演）ガイダンス 田中明夫 

2 26/9/9 水 1 （演）パラグラフの構造と機能(1)： 
Topic Sentence 田中明夫 

3 26/9/16 水 1 （演）パラグラフの構造と機能(2)： 
Topic Sentence 田中明夫 

4 26/9/30 水 1 （演）パラグラフの構造と機能(3)： 
Topic Sentence 田中明夫 

5 26/10/7 水 1 （演）パラグラフの構造と機能(4)： 
Supporting Sentence 田中明夫 

6 26/10/14 水 1 （演）パラグラフの構造と機能(5)： 
Supporting Sentence 田中明夫 

7 26/10/28 水 1 （演）パラグラフの構造と機能(6)： 
Concluding Sentence 田中明夫 

8 26/11/4 水 1 （演）パラグラフの構造と機能(7)： 
Concluding Sentence 田中明夫 

9 26/11/11 水 1 （演）パラグラフの構造と機能(8)： 
Brainstorming & Structure 田中明夫 

10 26/11/18 水 1 （演）パラグラフの論理と表現(1)： 
Transitional expression & conjunction 田中明夫 

11 26/11/18 水 3 （演）パラグラフの論理と表現(2)： 
Paragraph Unity 田中明夫 

12 26/11/25 水 1 （演）パラグラフの論理と表現(3)： 
Cause & Effect 田中明夫 

13 26/12/2 水 1 （演）パラグラフの論理と表現(4)： 
Classification 田中明夫 

14 26/12/9 水 1 （演）パラグラフの論理と表現(5)： 
Comparison & Contrast 田中明夫 

15 27/1/13 水 1 （演）まとめ 田中明夫 

 

11 26/11/18 水 3 Unit 9: How Do You Celebrate? 藤平明彦アンドリュー 

12 26/11/25 水 1 Unit 10: The Age of Adulthood 藤平明彦アンドリュー 

13 26/12/2 水 1 Unit 11: Are you an 
Ophiuchus? 

藤平明彦アンドリュー 

14 26/12/9 水 1 Unit 12: A Japanese Folktale 藤平明彦アンドリュー 

15 27/1/13 水 1 Final Review  藤平明彦アンドリュー 
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McCann担当クラス 

回 
数 

年/月/日 曜日 時限 内 容 担当教員名 

1 26/9/2 水 1 （演）Guidance Peter McCann 

2 26/9/9 水 1 （演）Abstract Writing: 
Basic Information Peter McCann 

3 26/9/16 水 1 （演）The Introduction Section 1 Peter McCann 

4 26/9/30 水 1 （演）The Introduction Section 2 Peter McCann 

5 26/10/7 水 1 （演）The Methods Section 1 Peter McCann 

6 26/10/14 水 1 （演）The Methods Section 2 Peter McCann 

7 26/10/28 水 1 （演）Introduction/Methods 
PRACTICE Peter McCann 

8 26/11/4 水 1 （演）The Results Section 1 Peter McCann 

9 26/11/11 水 1 （演）The Results Section 2 Peter McCann 

10 26/11/18 水 1 （演）The Discussion/Conclusion 
Section 1 Peter McCann 

11 26/11/18 水 3 （演）The Discussion/Conclusion 
Section 2 Peter McCann 

12 26/11/25 水 1 （演）Results/Discussion Practice Peter McCann 

13 26/12/2 水 1 （演）Full Abstract Practice Peter McCann 

14 26/12/9 水 1 （演）COURSE REVIEW Peter McCann 

15 27/1/13 水 1 （演）TEST Peter McCann 

 
 
【担当教員】 

教員氏名 職 所

属 
中山仁 教授 総合科学教育研究センター 
藤平明彦アンドリュー 教授 総合科学教育研究センター 
田中明夫 准教授 総合科学教育研究センター 

Peter McCann 非常勤講師  
 


